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はじめに
　人々は皆，子どもの時期から，成人や高齢者の時期
に向けて，その年齢（発達段階）に応じた発達課題を
克服しながら，成長を重ねていく。このことは，20世
紀において，ハヴィガースト（R. J. Havighurst），エ
リクソン（E. H. Erikson），レヴィンソン（Daniel. J. 
Levinson）らによって研究され，それぞれの定義す
る段階における課題等（Developmental Task）が示
されている。
　それぞれの発達段階にある者は，誰もがその課題を
解決する方法，もしくは解決する技術の習得を求め
て，課題を克服しようと立ち向かう。その中で，青年
期の若者は，人生初めての大きな精神的負荷のため
に，いわば「生き方悩み」を抱えた状態になる。そし
て「即自的なあり方から対自的なあり方に向かって歩
を進めることを余儀なくされる」（梶田, 1988, p11） 状
態になる。この試練は，「現象的な〈私〉として一人
ひとりが個別に生まれ，〈私〉自身の体験・経験を積
み重ねていき，それによって〈私〉に『自覚』をもっ
た人間として誕生」（梶田, 1998, p114, 1996, p36）す
ることに繋がるのである。
　また，高度に発達し様々な価値観が充満する現代社
会においては，発達段階・発達課題・その克服による
人間としての成長だけではこの問題に対処し得ない状
態になってきている。このアプローチとして，社会を
生きていく「自己」としての意識と，「他者」や「社
会」との関わりという視点が重要になってきている。
この延長上に「生き方」の方策を求める若者像があ
る。
　この青年期の「生き方」悩みは多くの若者に共通す
る悩みであり，このことを表現したアンジェラ・アキ
氏の「手紙〜拝啓 十五の君へ〜」（2008年 NHK全国
学校音楽コンクール中学校の部の課題曲）が多くの中
学生の共感を呼んだことは記憶に新しい。未来の大人
になった〝私〟に悩みを打ち明けるという構図が共感
を増幅していると筆者は考える。そして，同時にこの
主題は，現在の日本において，人生の「生き方」につ
いて，おとな達が「指針」を示してこなかった，ある
いは示してこれなかったことを想起させる。
　このことに関連した資料として次の資料（表１）を
挙げたい。これは文部科学省資料の「中学校における
進路指導に関する総合的実態調査報告書（平成11年３
月）」より，筆者が抜粋したものである。これは，公
立中学校３年生について抽出調査したもので，標本数
は3,647名である。（複数回答）
　この調査結果より見えてくることは，進路決定に向
けた具体的な知識やスキルと共に，将来の生き方や人
生設計・学ぶ事や働くことの意義目的など，「生き方」
や「人生の意味」について悩みを抱えている実態であ
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る。彼ら「青年前期」にあるものは特に，より自分に
ふさわしい「生き方」を求め悩む時期であるといえ
る。
　この時期の若者に限らず，それぞれの発達段階にあ
る個人は，悩みながらもその段階における発達課題を
成就させながら次の発達段階へと進んでいく。例える
ならば，人は人生という修験道を行く修行者であると
も言えよう。
　ところで，「手紙〜拝啓 十五の君へ〜」の中での
「人生のすべてに意味があるから，」のフレーズは，第
二次世界大戦中ナチスによって強制収容所に送られ
た体験を持つ，ウィーン大学医学部教授，ビクトー
ル・フランクルの言葉「どんな時にも人生には意味が
ある。あなたを必要とする何かがあり誰かが居て，そ
の何かや誰かは，あなたに発見され，実現されるの
を待っている。」がベースになっているのであろうと
筆者は考えている。彼の創始した，「ロゴ・セラピー」
は，人が自らの「生」の意味を見いだすことを援助す
ることで心の病を癒す療法である。
　広岡（2008, p182）は，「フランクルによれば『自
己実現』は人間の究極の目的ではない。『本当の自己
実現やいきがいは直接的な自己主張によってではな
く，自己以外の他の者または物に我を忘れて専念す
るという迂路を通ってのみ達成される』とフランクル
は考えているのである。」として，「幸福とは意味への
意志，すなわち意味と目的（幸福になる理由）を発見
し，其れを充実させる人間の努力により，結果として
起こることが示唆されている。」と幸福とはいくら直
接願っても遠ざかり，意図なき努力によって結果とし
てそれは充足し，実現すると説いている。
１．「生き方」教育の意味するもの
　ところで，ひと言で「生き方」と表現しても，そ
の意味するものはレベル的に二層に分かれよう。そ
れは，具体的で個々の場面の戦術（tactics） 的な「生
活の知恵」「生きる術（すべ）」とも言える生活技術
的なfactorの集合体としての「生き方」を指す場合
もあろうし，「理念」言い換えれば，生きる上での
原理（philosophy）あるいは戦略（strategic）的な
「生き方」を指す場合，すなわち，その人の包括的な
identity を示す場合もあろう。Life styleなどはこれに
含まれる。
　前者については新しい領域として注目されている
「ライフスキル教育」が該当するであろうし，後者に
ついては，我が国においては「道徳教育」がこれに当
たるであろう。
　　 そして，この二層に広く連なる存在がキャリア教
育ではないかと考える。その時間経緯的な各場面
において，キャリアを積み上げていくためのスキ
ルと，それぞれのLife StageでTask・Rollの遂行
を重ねていく中で得ていく，職業観・人生観とい
う個々の内なる世界の価値体系が構築されてい
き，その自己概念が形成されていく。その意味に
おいて，キャリア教育は「生き方教育」としても
重要な意味を持つと考える。
２．ライフスキル教育
　世界保健機構（WHO）は，1993年に先進国などで
社会問題化している青少年の薬物乱用，飲酒喫煙，中
退，などの危機的状況を未然に防ぐ方法として，発達
段階に応じたライフスキルを身につけさせるべきだ
と，「ライフスキル教育プログラム」を公表した。こ
のライフスキルは，人生の「生き方」や自己実現のた
めに欠かせない，人生の各段階における大切な行動力
からなっている。それは，問題解決能力，批判的思
考（critical thinking），自己肯定（self-esteem）など
の個人的な内向きのスキルと，コミュニケーション
能力などの外向きの社会的スキル（social skill）など
が含まれる心理的要素からなっている。これらのスキ
ルを習得することによって，生きていくための資質
（quality）や能力（competency）が育成される。こ
うしたライフスキルは日常の様々な問題や要求に対し
て，より建設的かつ効果的に対処するために必要不可
欠な技術であり，よりよく生きるために「なにを，ど
うするのか」という選択の場面で役に立つ技術である
が，その範囲は膨大であり，様々なスキルが包含され
る。
（表１） 文部科学省資料「中学校における進導に関す
る総合的実態調査報告書（平成11年3月）」
中学在学時に指導してほしかった事柄 百分率
自分の個性や適性を考える学習 51.9 
進路選択の考え方や方法 36.1
進路に関する情報の利用の仕方等 32.8 
上級学校の教育内容や特色 25.1 
将来の生き方や人生設計 22.1 
学ぶことや働くことの意義や目的 21.6 
産業や職業の種類や内容 21.4 
上級学校の合格可能性 19.0 
進路相談の仕方や内容  7.6 
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　WHO（1994, p1）はライフスキルを「個人が日常
生活の中で，難しい要求や課題を上手くやっていけ
る，順応的で，ポジティブな行動をとる能力のことで
ある」と定義している。
　また「ライフスキルと呼べるスキルは無数にあり，
文化と環境によって，その本質と定義は異なると思わ
れる。しかし，ライフスキルの領域の分析によって，
児童期と思春期に始まる，ごく中心的なスキルの組み
合わせが存在することが明らかになっている。」　とし
ている。
それらは以下の通りである。
　　ＷＨＯ（世界保健機構）が提示した10の基礎スキル
　　 • Decision making　　意思決定（能力）
　　 • Problem solving　　問題解決（能力）
　　 • Creative thinking　　創造的思考（力）
　　 • Critical thinking　　批判的思考（力）
　　 • Effective communication
　　　コミュニケーション（能力）
　　 • Interpersonal relationship skills
　　　対人関係（能力）
　　 • Self-awareness　　自己認識
　　 • Empathy　　共感力・感情移入
　　 • Coping with emotions　　感情処理（能力）
　　 • Coping with stress　　ストレス処理（能力）
　次にライフスキルの一例を見てみる。
　Bloomqust（2006, p71）は，米国の保護者と専門家
のための指導書の中で，「行動に問題を抱える」児童
のためのスキルトレーニングについて，その一例をイ
ラストで示している。（ここで紹介するのは，発行者
であるGuilford Publicationsにより，画像使用規制が
かけられているため，文章による説明を行う。）
　COOL DOWNと名付けられたこの一連の図は，課
題を抱えた（興奮している）児童が，自分の状況を第
三者の視線で見て，感情を落ち着けていく過程とその
スキルを描いたものであり，児童にも分りやすい表情
と過程になっている。
　１，Am I angry? （怒りで興奮している児童の顔）
　２，Cool down my body. 
　　　Tense → Cooling down → Relaxed
　　　（緊張 → 冷静に → 緩和）
　　　（徐々に緩和へと変化していく児童の顔）
　３， Use cool down thoughts. （事態を明るく好転さ
せるイメージを描いている児童の顔）
　　　IT’S OK, I CAN HANDLE THIS.
　　　（大丈夫，自分はこれを解決できる）
　　　I’M GOING TO TRY TO RELAX.
　　　（自分はリラックスしようとしている）
　　　I’M NOT GOING TO LET IT GET TO ME.
　　　（自分はくよくよしないぞ）
　４，Do something to solve the problem.
　　　 （問題を解決するために何か行動を起こそうと
している児童の図）
　このことからも理解できるように，自分を含めた周
囲の状況を俯瞰的に観る，前後左右上下，あらゆる方
向から，自分と自分を取り巻く周囲の状況がどうなっ
ているか，自己を離れて俯瞰的に観る能力は一つの大
きなライフスキルであるといえる。そのため早くか
ら，自画像が描ければ，次のステップとして回りの様
子も描く習慣を備えさせることが望ましいと考える。
３．我が国の子どもたちの不幸な現状
　次の，図１は，財団法人　日本青少年研究所が，
2011年に公表した調査の一部〔あなたは親（保護者）
についてどう思っているか〕を筆者がグラフ化したも
のである。（この調査は日・米・中・韓，４カ国の高
校生対象のアンケート調査である。日本の東北から九
州までの１都９県にわたる10校の1,113名，アメリカ
の11州12市にわたる13校の1,011名，中国の北京・上
海・西安など，５市１県の10校の1,176名，韓国のソ
ウル・仁川をはじめ，５市５県にわたる121校の3,933
名の高校１年生〜高校３年生を対象に，集団質問紙法
によって，38の項目についてアンケートが行われた。）
　これをみると，米国・中国・韓国に比べて，日本の
子どもたちは辛い時，親に助けてもらうことも少な
く，親から生き方を教えてもらうことも少なく，親か
ら高く評価されることも特に顕著に少ないという事実
が浮かび上がってくる。
　これについては，わが子の評価に関しては，日本人
の特徴ともいえる謙虚さが「我が子の資質の評価」に
も出ているのだとしても，米国・中国・韓国が90％
台・70％台・60％台であるのに比して，日本は30％台
という数字は，低すぎると言わざるを得ない。
　子どものライフスキルは，親子の良好な関係の中で
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育成されるものであるから，この事実は看過できない
し，近い将来，どういう形で影響が現れるのか危惧さ
れる。
４．「スキル育成」の市場化
　今，若者に限らず，書籍市場の一定部分を，how 
toものやスキルものが占めている。公立図書館におい
ても，図書分類番号（人生，人生論）159のコーナー
には，その類が溢れている。
　社会が高度に複雑化し，人と人の絆が緩くなってき
た現代社会において，様々な分野のスキルが，身を守
るあるいは成果を狙うための必須アイテム化，あるい
は武器化してきているのではないか。
　かつては，生活の知恵やコツとして，親から子へし
つけというかたちを通して地域社会や子ども社会で，
また年長から年少者へ世代の違った集団による遊びの
中で，無意識的・体験的に伝えられていた。
　しかし，少子化，地域社会の変質，情報化が進むな
かで，世代間の乖離が進み人間関係が希薄になり，ラ
イフスキルを学ぶ機会が極度に減少する傾向にある。
　そういう中で若者は，ゲーム上のアイテムを購入す
る感覚でスキル本を買っているといえば穿ち過ぎであ
ろうか。
　書店の店頭に並ぶ中でも，コミュニケーションスキ
ルを扱ったものが多い。いろいろの変化はあるもの
の，世界保健機構が提示した10の基礎的ライフスキル
の変形，あるいはその応用，またはその具体的事例が
ほとんどである。
（図２） 「話し方」に関する図書著作数の推移（1924
～2013）
　次に，スキルに対するニーズの高まりの一例とし
て，（図２：「話し方」に関する図書著作数の推移）を
挙げる。これは，NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書
検索システム）により，キー・ワード「話し方」で検
索し，各年度別の届け出著作数を，筆者が３年毎の単
位で括り，グラフ化したものである。
（数値は2013. 3. 25取得。各タイトルを精査し，学術
的なものや，ライフ・スキルにあたらないものは除外
している。）
　このグラフからわかることは，①1993年以降は，そ
れまでに比して，「話し方」をキー・ワードとする図
書の著作が，2007年まで増加していること，②そして
３年間の空白ののち，再び増え始めていることであ
る。これは，Social Skillとしての会話技術が個人に対
して，より高濃度に求められる社会が到来しているこ
とを示していると考える。
　また，タイトルに用いられている語句を見れば，会
話上手・伝える力・好感度・主張力・プレゼン・会話
がふくらむコツ・ユーモア・リーダー・愛され会話・
表現力・人前で話すコツ・はげます技術……等々，
様々な場面で，場にあったスキルを人々が求めている
ことが読み解ける。
５．キャリア教育
（１）日本における「キャリア教育」の草創（期）
　米国においては，「職業的発達理論」（D. E. Super, 
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（図１）親（保護者）についてどう思っているか
①　私の力に＝辛い時，親は私の力になってくれる
②　 生き方を＝親は正しい勉強態度や生き方を教えてくれる
③　優秀だと＝親は私が優秀だと思っている
179
1953）の研究が進展し，1971年にはSidney Marland
連邦教育省長官によって，Career Educationの必要性
が唱道された。さらに，「職業の選択：キャリアの理
論」（John L. Holland, 1973）によりVRI（Vacational 
Readiness Investment：職業興味検査）が研究開発さ
れるなど，連邦教育局主導によって，教育改革運動と
して発達的な視点から教育の再構築が進められた。
　日本では，平成11年（1999）に至って初めて，中央
教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の
改善について」において，「キャリア教育」という用
語が公文書に使用された。
　この間の我が国の反応に関して，田中（2005, p17）
は「わが国では一部の研究者が『キャリア教育』とい
う翻訳語をもってその内容と推進を紹介してきたもの
の，何故か，当時の文部省は『キャリア教育』という
用語に関心を示さず，従来から実施されてきた進路指
導や職業教育という用語を使うことで済ましてきたよ
うである。」と当時の対応の遅さを指摘している。
　そして，「しかし，文部科学省はキャリア教育とい
う用語こそ使っていなかったが，他省庁とも連携し
て『学校から社会への移行』というOECDの問題提起
に応える形で学生のキャリア形成の課題に以前から取
り組んできた（後略）」として，NEETや無業者，フ
リーター等若年者に関わる雇用や社会問題の解決策と
して「教育の重要性」が強調されてきたのであろう
と，政策の変化を，時流への機敏な対応への変化と推
察している。
（２）高等教育機関におけるキャリア教育の実際と理想
　また，田中は同論文の中において，全国の高等教育
機関対象に，〔就職支援活動も含めて，①キャリア教
育を実施している理由　②キャリア教育のカリキュラ
ム　③キャリア教育を実施する上での課題　④実施し
ているキャリア教育の中で相応しいと考えられるカリ
キュラム〕について，アンケートを実施した結果を公
表している（田中, 2005, p21）。
　それは，全国の大学・短大など，1,152校の高等教
育機関に対して調査し，42％の484校から解答を得た
ものである。
　その結果の考察によると，
①　 実施の理由として，※職業観・勤労観の醸成，※
学生がキャリアを考える機会の提供，※モチベー
ション高揚のため，※無業者・フリーターの回避
など現代社会が抱えている問題を払拭するねら
い，が多く見られ，中には※就職率を高め，入学
希望者を増やすといった大学経営上の理由も散見
されたとある。また，
②　 キャリア教育実施上の課題として，※キャリア教
育に関する知識を持った教員の不足，※学生の就
職意識の低さ，※キャリア教育と一般教育の接点
がみえないことを挙げている。
（３）キャリア教育の持つ可能性
　筆者は，この課題となっている部分の対策にこそ，
キャリア教育のとらえ方の再構築，あるいは「生き
方」教育としての意味づけ，言い換えれば，広義の
キャリア教育の一角を成す領域の充実の可能性がある
のではないかと考える。
　 こ の 意 味 に お い て， 文 献 的 に は 古 い が， 坂 柳
（1990, p143）がキャリア教育について，Gysbers & 
Moore の提唱する「人生キャリア発達」（Life Career 
Development）概念を紹介している。それは個人の人
生における役割・場面・出来事の統合的な自己発達を
指すものであり，キャリア教育を広義的にとらえ，社
会の中で，Stage，Task，Rollを掌握していくSuper
理論に近いものであるが，この視座は人として生きる
ことを考える上で重要な意味を持つと考える。一般教
育における，人としての生き方について考える領域と
リンクさせていくことができると考える。
６．「在り方生き方」教育の担うもの
　学校教育の教育課程においては現在，その「生き
方」に繋がる大きな範疇（category）として，「道徳
の時間」を要として学校の教育活動全体を通じて行う
道徳教育と，「特別活動」が存在している。
　前者に注目すれば，今次の学習指導要領改訂によっ
て，「道徳の時間」という「特設枠」内で捉えられが
ちであった「道徳教育」が，本来の生活に根ざした，
全時間的，全空間的な道徳実践に繋がりやすくなった
改善点が，今次改訂の非常に意義深いことであった。
　また，高等学校においては，今次改訂のポイントの
一つに，「人間としての在り方生き方に関する学習の
充実
4 4
」が挙げられている。高等学校学習指導要領解説
総則編学習指導要領総則には，人間としての在り方
生き方の教育を学校の教育活動全体を通じて行うもの
と定められ，第３章第１節の２道徳教育の（１）高等
学校における道徳教育のウ「各教科科目等における人
間としての在り方生き方に関する教育の展開」では，
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「公民科」の『現代社会』と『倫理』並びに「特別活
動」において，「人間としての在り方生き方に関する
教育」を中核に据えた指導が求められている。
　千葉県船橋市立若松小学校・若松中学校は文部科学
省研究開発学校の指定を受けて，平成21年度（2009）
から４−３−２制の小中一貫教育を実践してきたが，
独自の取り組みとして，「総合的な学習の時間」と
「特別活動」を統合し「在り方生き方」として独立し
た時間とした取り組みを行った。
　京都市では平成12年以降中学生の職場体験活動とし
て，「生き方探求・チャレンジ体験」事業を行ってき
ている。
７．「ライフスキル」と「ライフフィロソフィ−」の思索
　１．においてライフスキルは「生きる術（すべ）」
とでもいうべき，日々の活用する具体であり，理念と
しての「生き方」にはあたらないと上述した。米国で
は，登校時の信号の守り方から，HIV感染からの身の
守り方まで，ライフスキル教育は，学年ごとに修得項
目を定めて，WEB上で公開している学校も多くある。
　日本においては，それらはすでに他の領域や，教科
で学ぶ教育課程が組織されている項目も多いが，多く
は保健や特別活動の領域で行われており，社会で生き
ていくための「ライフスキル」であるという認識は看
過される傾向にある。
　ここで，指摘をしておいたもう一つの「生き方」に
ついて考えたい。これは，生きていく上での理念であ
り，Identityとしての，Life Philosophy（人生観）で
ある。
　「ライフスキル」が親から子へ，年長者から年少者
へ伝えられる「人生で様々に経験し習得した術」なら
ば，「ライフフィロソフィー」は人生を通して得た理
念・思想が伝承されるものである。
　ライフフィロソフィーは，道徳的理念を伴うものが
多く，諸外国では宗教と不即不離の関係であることが
多い。日本においては古来の神道は元来，animismで
あり，渡来した仏教も姿を変え，神仏習合思想の中で
animism化し定着した。そのため，諸外国ほど戒律は
厳しくなく経過してきた。
（１）消えた我が国の「生き方学び」
　江戸時代にいたって，「世の中泰平の基調は，文教
にある。」とした幕府が昌平坂学問所を起こし，各藩
はこれにならい藩校を建てた。江戸時代前半に28校で
あった藩校は，江戸時代後半に187校ともなった。
　この藩校・郷校並びに私塾の影響を受け江戸中期
以降，各地に寺子屋が爆発的に増えた。その総数は
約15,000を数えた。そのため，識字率がロンドン・パ
リで15%，20%の時代に，当時の江戸で男性の識字率
が70％，女性の識字率が21%，へき地でも20%であっ
た。
　当時の寺子屋での，「字ならい」の手本の書籍とし
て『実語教』『童子教』の存在が欠かせない。『実語
教』は学問の初心者向けの勧行訓集，『童子教』は160
数行よりなる人生訓集である。この『実語教』『童子
教』を通して庶民は，儒教・仏教の色濃い学びを得
た。明治になって，福沢諭吉をして，「『実語教』を読
まざる者なし」と言わしめるほど，庶民の間に浸透し
ていった。これによって，藩校・郷校で儒学を学ぶよ
うに，「寺子屋で『二十四孝』など儒教的題材に寄せ
て仏教倫理が学ばれ，明治まで庶民の生活態度の中に
生き続けて」（ドーア）規範意識の柱となる道徳的価
値観が広く形成されていった。（金岡, 2009）
　また，巷には，二宮尊徳による報徳思想・石田梅岩
による石門心学・中江藤樹らによる陽明学・貝原益軒
による児童の心の早期教育などが流布し，武士や庶民
の間の爆発的な「教化運動」が起こった。
　この中で，儒教の「五常」
　（仁＝ 儒教における最高徳目，思いやりの心，共生
の心）
　（義＝人として守るべき正しい「道」，正義）
　（礼＝ 他の人を尊敬する心，に音源関係を円滑にす
る規範や作法）
　（智＝洞察力，物事を考え，判断する力）
　（信＝偽りのない，まこと，信頼される人間性）
　これら「五常」が一般庶民の間にも社会の常識とし
て広く浸透していった時代であった。そのため，この
時代は如何に生きるべきか，規範が大きな価値を持っ
ていた時代であった。
　この日本に固有の民衆からの教化運動の成果は，西
欧列強による植民地支配を恐れた性急な西欧化・富国
強兵の中で，歴史的経緯的に変節し，敗戦によって精
神文化の文脈的途絶えを迎え，変質するに至った。
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８．人格教育（Character Education）
　　　「考えさせること」と「教えること」
　他方，戦後，日本に強い影響を与えてきたアメリカ
において，道徳教育に関していくつかの変容を経てい
る。 キルパトリック（2000, p92）は，自分で善悪を正
しく判断できない子どもが育ってきたと断じ，それは
子ども自身に道徳性を確立させようとする実験に頼っ
ているからである，そして，この実験は次のような
様々な名称，「価値の明確化」，「道徳の理論化」，「自
己決定」で進められている，としている。また，「自
己決定」が精神治療の世界から取り入れられたことに
よって，カウンセリングの世界で有用とされた技法や
考え方「非指示的」「非判断」「来談者中心」が，教室
の中に持ち込まれた，としている。そしてキルパト
リックは「その結果，価値観に対しては，教師が子ど
もに指示を与えず，判断をしないという態度を取るよ
うになった。（中略）結局は，ある価値が他の価値よ
り優れているなどとは，誰も言えなくなってしまった
のである。」「大人には何が善で何が悪であるかを語る
権利はない。」と批判し，この結果，（価値の基準を自
ら決めるため）子どもは功利化し，「欲望の奴隷」に
なると危惧している。
　それは，「経験主義教育」とも相通ずるところがあ
るが，（教師が価値を教えるのではなく，子ども自身
が，自分の価値観を，自分の力で明確に出来るように
手助けをするという。）
　このことにおいて，筆者は，我が国において，伝記
物，特にいわゆる「偉人伝」が衰退していったことを
連想する。そして，「何が善で何が悪であるか」語れ
ないとするならば，人類が永い歴史的経験によって得
てきた知識や価値観の伝承はあり得ず，次の世代が新
しい価値観を確立するために，白紙の状態から経験を
積んでいかなければならないことになる。これは，精
神文明の停滞に繋がる恐れがあるといわざるを得ず，
実際は，表面上の美化された，実態のない免罪符的符
牒としての誰も反対し得ない語句と，裏でうごめいて
いる功利欲，欲望との，至る所で表裏が乖離した社会
が到来しかねないといわざるを得ない。
　リコーナー（2005, ｐ20）は，「文明によって価値観
は後世へと伝わる」との随筆家ランス・モロウの言葉
を紹介し，続けて，歴史家アーノルド・トウィンビー
の「注目するべき21の文明のうち，19の文明は侵略さ
れることなく滅んでいる。それらは，内部の道徳の衰
退により滅んでいるのである。」という言葉を紹介し
ている。
　「考える」という，価値の発見または追認へと連な
る作業のノウハウはしっかりと身につけさせなくては
ならない。しかし，限られた学習時間の中で伝承すべ
き価値はあまりに多い。いずれ，次世代によって，そ
の価値観が覆される部分があるにしろ，発達段階に応
じた現時点での価値体系はしっかり身につけさせてお
かなくてはならない。
　この書の訳者，水野（2005, pp424〜427）は，1970
年代初頭と1990年代の訪米体験から，「未来はない」
と思うほど混乱していたアメリカが，秩序ある社会に
再構築されていたことから，どのようにして再構築が
成されたのか関心を持ったと書いている。そして人格
教育による「新しい徳」の構築が必要であるとし，日
本の伝統であった勤勉や質実剛健といった価値が，グ
ローバリゼイション・コマーシャリゼーションの二
大潮流に大きな影響を受けている現在，生徒に何が
善であるか自己決定させる教育から，より善い決定を
する力の育成の教育・「日本人としてのアイデンティ
ティー」を育てる教育へと軸足を移す必要性も述べて
いる。
９．私案，「生き方学び」を進める教育
（１）諸外国における道徳教育
　イギリスにおいては，市民性教育を通して，情報に
通じた市民になるための，知識・探求・コミュニケー
ション・参加と責任ある行動のためのSkillを学ばせ，
「PSHE」Personal, social and health educationを通し
て，自信・責任・健康・安全・人との良好な関係につ
いての教育
　フランスにおいては，市民性教育を通して，民主主
義に関する諸価値・社会倫理・共生・権利・義務・尊
厳・愛国心・法制認識・自律性の教育
　アメリカにおいては，Character Education（人格
教育）を通して，信頼・責任・尊重・公正・思いや
り・市民性についての教育
終わりに
教育課程に「生き方」を位置づける
①　幼児期より，しっかりとした概念作りをする　
　Ａ，安全の概念とそのためのセキュリティー概念
　Ｂ，人々の努力による幸福の維持の概念
　Ｃ，助け合う・支え合うことの価値の概念
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　Ｄ，集団の一員という概念，権利と義務の概念
　Ｅ，感謝する心，その表現についての概念
②　児童期より，子どもに生き方を考えさせる
　　　 家族・地域・職業・社会，「共同体」の中で
「共同体に生きる」という概念を育てる。基本
の形やルールを，小さいときから，教える。
　　　 貝原益軒の『和俗童子訓』に曰く，「おそく教
ゆれば，悪しきことを久しく見聞きて，先入の
言，心の内に早く主となりては，後に善き事を
教ゆれども移らず。」とある。
③　 青年期には，みんなとより良く生きるためには，
自分には「公（おおやけ）のために」何を貢献で
きるか。志やモチベーション・使命感を培う。
④　 「人は何のために学ぶか」を子どもに前もって，
しっかりと認識させておく。「安定した生活のた
め」だけであると，人生は薄っぺらなものになっ
てしまう。人として「すばらしい生き方を目指す
ため」という，人としての精神的支柱としての価
値を与える。
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